
1 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どくしょ 
第２5 号  

2025 年３月 

茨城県読書をすすめる協議会 

今年度の取り組み 
茨城県読書をすすめる協議会長 稲葉 里子 

更なる読書活動の推進に向けて 
茨城県立図書館長 小田部 修一 

今年の読み聞かせコンクールは、皆さまの声をもとに個人、団体を１日で行い、多数の出

場があり嬉しい限りでした。発表者同士の情報交換の場も生まれ、今後の活動に大いに役立

ったと思われます。図書館と力を合わせて読書活動の推進に取り組んで参りますので、今後

もすすめる協議会へのご協力ご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 協議会の皆さまには、日頃より本県の読書活動推進にご尽力いただき感謝申し上げま

す。県立図書館では、県民の皆さまが、生涯にわたり学び続けることができる環境づくり

のために様々な事業を行い、読書活動の推進に努めています。県民の皆さまにとって、魅

力ある図書館となるよう、今後も皆さまと一緒に取り組んで参ります。 
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 第 25回茨城県読書をすすめる県民のつどい 
期日：６月 22日（土） 

会場：茨城県立図書館 

◆主催者挨拶 

茨城県教育庁総務企画部 
生涯学習課長 
中村 珠美 氏 

(公財)げんでん ふれあい茨城財団 
専務理事 
髙橋 鉄夫 氏 

茨城県読書をすすめる協議会 
会長 
稲葉 里子 

◆講演会 

テーマ「とどける、こえ、ことば、こころ」 

      ～音訳ってなに？～ 

講 師 乙部 由香里 氏 
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  水戸地区協議会 総会及び講演会  （2024 年 6 月 15 日） 

   

総会  78名参加  規約の組織の一部を現状に合わせて修正し.滞りなく了承いただきました。 

 講演会   伝わる音声表現  ～読み聞かせと朗読について～ 

          作品を伝えるための 伝わる表現について 

   読み聞かせコンクール講師の藤田加奈子氏による作品の伝え方のご指導。    

実践では、対象的な作品、絵本「でんせつのきょだいあんまんをはこべ」と     

樋口一葉原作「十三夜」を約 30分にしたものを朗読していただきました。 

  特に「十三夜」は、登場人物の感情の機微が伝わる表現に感銘を受けました。 

 

  水戸地区読書交流会    （2025 年 2月１日）   

 

１ 笠間市 箱田エプロンママーズ  

大型紙芝居（自作）「注文の多い料理店」 宮沢賢治 作 

紙芝居仕様での発表。二人の青年紳士の傲慢さ

や欲望に対する制裁というテーマが、優しい絵の

雰囲気と、登場人物の二人の紳士の声を読み手の

語りによって、立体的に伝わりました。 

 

 

２ 水戸市 ガブの会 

大型絵本（自作）「はらぺこあおむし」エリック・カール 作 

       「ともだちや」 内田麟太郎 作 

ウクレレやグロッケンを効果的に使用しての発表。生の演

奏が絵本の世界に誘ってくれました。多様な伝え方の工夫を学べました。 

 

３ 高萩市 kototone（矢代 貴司さん） 

『不思議の時間割』より「暗くなりかけて～だれがチーズを食べたのか」岡田淳 作 

「言葉」を「声」（音）で表す、という意味で、「言 kotoと音 ne」＝kototoneと名づけました。 

小学校で起きた不思議な出来事の数々。リズム感のある巧みな語りで表現し、

絵がなくても聴き手に伝わってきました。ワクワクしたり、随所に笑いを誘う場

面もあったりと、会場は温かい交流の場となりました。 

   

ロングセラーの作品を、各グループの素晴らしい発表で聴くことができて、充実 

した時間でした。又 著作権についての質問があり、この件について再考し、学ぶ 

必要性を痛感した交流会でした。 

 

 

 

水戸地区読書をすすめる協議会 
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｢茨城農芸学院 読み聞かせ｣        9月 25日(水)  9時 30分～ 

農芸学院にて 

紙芝居「トビウオのぼうやはびょうきです」・「平和のちかい」 影絵「くもの糸」 

 

 

 

 

 

農芸学院より戦争関係の読み聞かせの依頼を受けましたので、3 名で伺わせていただきま

した。 

今年は広島と長崎に原爆投下されて 79年が経ちましたが、今なお被爆の後遺症に悩み苦し

んでいる現状と命の大切さを紙芝居と影絵を通して伝えました。 

生徒さんは最後まで真剣にお話を聞きいてくれて、教室から出るときには「ありがとうご

ざいました。」と笑顔で会釈してくれました。 

｢秋のバイリンガルおはなし会｣      10 月 27日(日) 10時 30分～ 

～日本語と英語の読み聞かせ～         県南生涯学習センター 

講師 Jerry Martin(ジェリー・マーティン)氏     参加者 60名 

 

 

 

 

カリフォルニア大学で日本語と日本文学を修め 2004 年に英語講師として来日し、現在は絵本作家・翻

訳家 NPO法人「絵本で子育て」センターの絵本講師として活躍されているジェリーマーティンさんをお呼

びして開催しましたが、秋にちなんだ絵本を沢山読んでくださいました。ジェスチャーを交えてリズミカ

ルに読み聞かせをする「マーティンさんの世界」に吸い込まれ、会場の皆さんが自然と英語を口ずさんで

いました。 

終了後に参加者から「楽しくて英語の歌をずっと歌って帰った。」との嬉しいメールをいただきました。 

県南地区読書をすすめる協議会 
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2025年 1月 19日県地区研修会 

毎年 3団体が発表します。 

下妻市立図書館  60名参加 

 

 

坂東市ひばりの会 

「ばんつぁま汽車に乗る」横山静子著 

水戸線が出来て間も無い時、水戸から桐生までの汽車の旅。 

 

 

桜川市朗読の会「虹」 

 パネルシアター「おべんとうバス」メンバーの皆さんが 

おべんとうの具材になって可愛い作品を演じました。 

「青い目の人形」語り  平和な時に交わされた、日本と 

アメリカの人形達、戦時下に遺棄され隠された人形達の 

数奇な運命が心を打つ作品でした。 

 

 

古河市朗読サークルすずめ 

 ふだんの練習を披露しました。 

 滑舌や外郎売り等、最後に、群読「お祭り」を会場の 

皆さんと一緒に声を出して遊びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県西地区読書をすすめる協議会 
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 令和６年度 第２３回読み聞かせコンクール 
個人の部：２月８日(土) 

団体の部：２月８日(土) 

会  場：茨城県立図書館 

読み聞かせや朗読等に携わっている方や幼児、児童生徒が、日頃の成果を披露し合うことにより 

さらなる技術や表現力の向上を図る事を目的に今年度も実施しました。 

 

 

 

茨城県知事賞                 秋山 聡子 

茨城県議会議長賞               内田 朱花 

茨城県教育委員会教育長賞           石井 仁美 

茨城県立図書館長賞              今泉 千恵 

茨城県読書をすすめる協議会長賞        津守 悠子 

（公財）げんでん ふれあい茨城財団理事長賞    渡邊 瑞紀 
 
                      

 

○個人による朗読発表 
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茨城県知事賞                地球のうた 

茨城県議会議長賞              劇団車輪のわく-Rim 

茨城県教育委員会教育長賞          いろえんぴつ 

茨城県立図書館長賞             久米ファミリー 

茨城県読書をすすめる協議会長賞       太田第一高等学校附属中学校弁論部 

（公財）げんでん ふれあい茨城財団理事長賞   美野里中学校演劇部 Sky 

 

             

 

団 体 の 部 
○団体による発表 

○読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター、群読、 

 ストーリーテリング、エプロンシアター等 
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こんにちは。瓜連おはなしの会ルピナスです。 

私達の思いは絵本や語りを通して物語の楽しさ・絵の素晴らしさを沢山の

方々に届けていきたいのです！そう、ルピナスの種を村中にまいて世の中をう

つくしくしたバーバラ・クーニーさんの絵本「ルピナスさん」の主人公のよう

に！2000年から私達は皆さんの心の中におはなしの種をまいています。 

メンバー18名、＝ルピナス文庫＝を拠点に、長く読み継がれているステキな

絵本を届けています。もちろん自分達も絵本を楽しみながら勉強会を重ねてい

ます。 

 

こんな活動をしています 

日々の活動 毎年、活動の年計画をもとに、地域の保育園・幼稚園・小学校・中

学校・学童・らぽーる図書室・ルピナス文庫にておはなしを届けています。 

 

新しい絵本を迎えて 今年度は「伊藤忠財団子どもの文庫助成事業」から助成

金をいただき、沢山の絵本を揃えました、今後の活動に大切に活用していきた

いです。 

           

絵本がつなぐ仲間 市民活動支援事業の補助を受けて講師を招き『絵本の勉強

会 in瓜連』を開催し、大勢の仲間たちとたっぷり絵本の研修をしました。 

 

地域の方々 町づくり委員会主催で地域の方々を対象に『大人のおはなし会』

を開催し、「楽しかったよ」「いい時間だった」「こどもの頃を思い出しました」

などと好評をいただきました。 

 

皆さんの心の中でいつしか花開くおはなしの種、これからも一緒にまいてい

きましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇◆◇令和６年度役員紹介◇◆◇ 

顧 問  小田部修一（茨城県立図書館長） 

会 長  稲葉 里子（県西地区・結城市） 

副会長  中根 加代（水戸地区会長・水戸市）   林  昌子（県南地区会長・美浦村） 

     畠山美弥子（県西地区会長・古河市） 

理 事  加藤 智子（水戸地区副会長・那珂市）  長谷川登代（県南地区副会長・守谷市） 

     海老原和子（県西地区副会長・結城市）   

監 事  海老原一郎（県南地区副会長・土浦市）  根本美弥子（水戸地区副会長・笠間市） 

 

瓜連おはなしの会ルピナス（那珂市） 

 


